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P６　お知らせ/募集/トピックス　ほか

P12　ごみ/休日当番医　ほか

P21　新型コロナウイルスワクチン接種のお知らせ

P22　市内のできごと

特集　第69回中津川市民展

年頭のごあいさつ

今月の表紙：第47回東濃歌舞伎大会
常盤座歌舞伎保存会による「青砥稿花紅彩画
稲瀬川勢揃いの場」では、盗賊五人衆がそろ
いの着物と番傘で自己紹介するシーンに、観
客は大きな拍手を送り盛り上がりました。
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謹
ん
で
新
春
の
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に

は
市
政
運
営
に
あ
た
た
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は
な
か
な
か
終
わ
り
が
見
え
ま
せ

ん
が
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
み
、
感
染
防
止
対
策
と
社
会
経
済
活

動
の
両
立
へ
と
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
今
後
は
、
マ
ス
ク
着
用
、

手
指
衛
生
、
密
回
避
な
ど
の
基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
を
新
た
な

生
活
様
式
と
し
て
定
着
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
と
共
存
・
共
生
す
る
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
市
全
体
で
共
に
取
り
組
み
、
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
日
常
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
、
12
月
時
点
で
市
民
の
約
９
割

の
方
が
２
回
の
接
種
を
終
え
、
３
回
目
接
種
も
順
次
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２

０
２
０
」
が
開
催
さ
れ
、
県
内
の
聖
火
リ
レ
ー
は
馬
籠
で
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
本
市
の
ヒ
ノ
キ
材
が
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
会
場
の
リ

ン
グ
と
選
手
村
の
施
設
に
使
用
さ
れ
た
ほ
か
、
市
内
で
は
米
国
レ

ス
リ
ン
グ
チ
ー
ム
の
事
前
合
宿
が
行
わ
れ
、
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、

心
温
ま
る
子
ど
も
た
ち
の
歓
迎
の
声
援
に
選
手
た
ち
は
大
感
激
で

し
た
。
こ
の
お
も
て
な
し
の
心
を
さ
ら
に
育
み
、
ま
ち
づ
く
り
に

つ
な
げ
た
い
と
い
う
思
い
を
強
く
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
は
中
津
川
市
制
70
周
年
に
あ
た
り
、
５
月
14
日
㈯
に

は
記
念
式
典
を
開
催
し
、
市
政
発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た
方
々

へ
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。
「
つ
な
げ
る
〜
70
周
年
、
そ
し
て
未
来

へ
〜
」
を
テ
ー
マ
に
記
念
事
業
も
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
、
市
内
で
は
多
く
の
大
型
事
業
が
進
行
し
て
お
り
、
特
に
、

待
望
の
青
木
斧
戸
線
が
令
和
４
年
度
内
に
完
成
予
定
で
す
。
交
通

の
利
便
性
や
防
災
面
の
向
上
と
地
域
振
興
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
心
市
街
地
の
交
流
・
学
び
・
に
ぎ

わ
い
の
拠
点
と
な
る
（
仮
称
）
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
、
福
岡
地
区
の

小
学
校
を
統
合
し
た
（
仮
称
）
新
ふ
く
お
か
小
学
校
、
（
仮
称
）

神
坂
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ
な
ど
も
完
成
に
向
け
て
着
実
に
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

今
後
、
リ
ニ
ア
関
連
事
業
が
本
格
化
し
、
美
乃
坂
本
駅
周
辺
を

中
心
に
ま
ち
が
大
き
く
変
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
リ
ニ
ア
効
果
を

市
内
外
に
つ
な
げ
る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
安
全
安
心
を
第
一

と
し
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
リ
ニ
ア
駅
周
辺
の
整
備
な
ど
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

　

同
時
に
教
育
、
福
祉
、
防
災
、
産
業
振
興
、
文
化
な
ど
基
本
的

な
施
策
を
着
実
に
進
め
る
こ
と
で
、
若
者
の
地
元
定
着
を
図
り
、

持
続
的
発
展
が
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き
１
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
春
の
ご
あ
い
さ
つ
と

い
た
し
ま
す
。

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
一
昨
年
に
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
依
然
と
し
て
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
自
然
災
害
も
多
く

発
生
し
、
こ
れ
ら
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り

し
ま
す
と
と
も
に
、
今
な
お
、
安
全
・
安
心
を
守
る
た
め
の
お
仕

事
に
従
事
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ま
に
敬
意
を
表
し
、
そ
の
ご
尽
力
に

心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
津
川
市
に
お
い
て
も
昨
年
は
、
豪
雨
に
よ
る
国
道
19
号
の
路

面
崩
落
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
が
、
市
内
６
０
０
カ
所
以
上
で
発

生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
第
５
波
の
影
響
で
、

８
月
の
１
カ
月
間
の
感
染
者
数
が
２
３
６
人
と
な
り
、
そ
れ
ま
で

の
１
年
間
の
累
計
感
染
者
数
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
状
況
の
中
、
市
議
会
は
最
優
先
す
べ
き
こ
と
と
し
て
緊
急
対

応
が
必
要
な
補
正
予
算
な
ど
を
成
立
さ
せ
、
コ
ロ
ナ
対
策
や
災
害

対
策
な
ど
を
積
極
的
に
推
し
進
め
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
の
支
援
を
図
り
ま
し
た
。

　

昨
年
後
半
か
ら
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
上
が
る
に
つ
れ
、
徐
々
に

感
染
者
数
も
減
少
し
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
も
感
染
対
策
に
十
分
に

注
意
し
な
が
ら
中
津
川
市
の
秋
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
じ
ま
ん
祭
・
菓
子
ま
つ
り
」
が
２
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た

こ
と
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
嬉
し
い

ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。

　

期
待
が
膨
ら
む
２
０
２
７
年
開
業
予
定
の
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

は
、
昨
年
10
月
に
中
部
総
合
車
両
基
地
建
設
工
事
の
安
全
祈
願
式

が
行
わ
れ
、
い
よ
い
よ
着
工
の
運
び
と
な
り
、
夢
の
実
現
に
向
け

着
実
に
進
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
今
年
は
、
青
木
斧
戸
線
の
開
通
、
（
仮
称
）
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
、（
仮
称
）
新
ふ
く
お
か
小
学
校
、
（
仮
称
）
神
坂
ス
マ
ー

ト
Ｉ
Ｃ
な
ど
の
整
備
が
着
実
に
進
み
ま
す
。
そ
れ
と
共
に
「
住
み

た
い
」
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
「
訪
れ
た
い
」
「
訪
れ
て
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
よ
う
な
「
か
が
や
き
・
や
す
ら
ぎ
・
活
気
」
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り
を
よ
り
い
っ
そ
う
進
め
て
い
く
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
市
政
課
題
の
解
決
と
、
安
全
・
安
心
で
楽
し
く
暮
ら
せ
る
中
津

川
市
に
向
け
て
市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
伺
い
、
政
策
の
提
言
に
つ

な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

行
政
と
市
議
会
が
さ
ら
に
一
丸
と
な
り
、
市
政
課
題
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
さ
ま
の
令
和
４
年
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
よ
り

祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令
和
４
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て

中
津
川
市
長
　
青
山
節
児

令
和
４
年
の
新
春
を
迎
え
て

中
津
川
市
議
会
議
長
　
岡
﨑
隆
彦

年頭のごあいさつ
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ぶんぞう

あきとし

ひさ　き

が

ひろ たか

あま　ね

しし　ど　　　さと　み

ゆう　な

さだ　み

さとし

じん えん

ずい えん

ち　はる

けいほう

きたずみ　　　はじめ

しゅうほう

けい　か

ら　む

あき　こ

ただ とし

とく ます

いつ　お

市長賞　　　西尾　仁園（阿木）
議長賞　　　三宅　千陽（恵那市）
教育長賞　　小木曽　瑞園（土岐市）
奨励賞　　　
　板津　智恵（蛭川）、★加藤　景鳳（栄町）、
　加藤　峰子（千旦林）、加納　みはる（高山）、
　北住　基（花戸町）、西　恵香（手賀野）、
　長谷川　秋峯（茄子川）、古畑　節子（駒場）、
　松浦　乃ぶ子（太田町）、三宅　利子（恵那市）、
かやの木賞　塩川　奈月（名古屋市）

〈市長賞講評〉
　平安時代の小野道風の自由奔放で変化の妙を
尽くした和様の作品を臨書にしたものです。大
胆な文字の大小、墨の潤渇、変化に富んだ伸び
やかな線を以て、力強く迫力のある作品となっ
ています。

書 （応募数56点）洋画 （応募数33点）

写真 （応募数61点）

日本画 （応募数25点）

自由表現 ※新設 （応募数８点）

市長賞　　★市川　公平（手賀野）　
議長賞　　　該当作なし
教育長賞　　加納　洋子（瑞浪市）
奨励賞　　　小木曽　忠俊（手賀野）、
　　　　　　徳増　栄子（中津川）、
　　　　　　森山　道子（蛭川）
かやの木賞　半坂　八代美（落合）

〈市長賞講評〉
　龍の動きが実に躍動的に表現されており、
迫力の有る作品に仕上がっている。金属で
このような曲線を表現するのは卓越した技
術の裏付けがなければならない。台座をも
う少しすっきりした物にした方が良いよう
に思います。

工芸 （応募数13点）

市長賞　　　該当作なし
議長賞　　　中島　逸雄（可児市）
教育長賞　　該当作なし
奨励賞　　　岡庭　聡（恵那市）

〈議長賞講評〉
　前回に比べ出品者が減り非常に残念です。
今後多くの方が出品してくれることを期待し
ます。

版画 （応募数３点）

市長賞「臨　玉泉帖」

市長賞

「龍の叫び（コロナ消え去れ）」

市長賞「テトテトカオト　

カオトテトテト－プラン」

市長賞「心改新の橋」　

市長賞「海火垂る」

市長賞
「ミックス
イマジネーション」

議長賞「富士燃ゆ」

文
化
振
興
課
（
☎
内
線
４
３
１
８
）

※

掲
載
作
品
は
各
部
門
上
位
作
品

※

招
待
作
品
か
ら
、
よ
り
優
れ
た
作
品
を
３
点
選
出

　

す
る
「
か
や
の
木
賞
」
を
新
設

★
き
ら
め
き
賞
　
観
覧
者
投
票
を
行
い
、
各
部
門
で

　

最
も
得
票
が
多
か
っ
た
作
品
（
版
画
除
く
）

市
内
外
か
ら
多
数
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
、
第
69
回
中
津
川
市
民
展
を
開
催
し
ま
し
た
。

７
部
門
、
合
計
２
２
９
点
の
展
示
作
品
の
中
か
ら
、
入
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

特
集

第
69
回
中
津
川
市
民
展

問

市長賞　　　　栗谷本　文三（落合）　
議長賞　　　　市川　佳子（恵那市）　　　　
教育長賞　　　磯部　和久（豊川市）
奨励賞　　　　安藤　志保（茄子川）、市川　英代（恵那市）、
　　　　　　★加藤　京子（中津川）、柴田　惺（馬籠）、
　　　　　　　中畑　陽子（木曽郡大桑村）、古田　来夢（中津川）
かやの木賞　　丹羽　昭子（苗木）

〈市長賞講評〉
　質感の対比組合わせ、色とマチエールの対比が効果的に使われていて
大変素晴らしい作品となっています。

市長賞　　　谷川　敏夫（田瀬）
議長賞　　　山田　徹（瀬戸市）
教育長賞　　石井　啓喬（瀬戸市）
奨励賞　　　阿部　千恵子（名古屋市）、小川　勇（本町）
　　　　　　籠橋　定省（春日井市）、川合　久司（苗木）
　　　　　　神戸　直之（小牧市）、熊澤　晴夫（春日井市）
　　　　　　高橋　芳博（土岐市）、田中　静香（多治見市）
　　　　　　早川　幸夫（小牧市）、村里　茂延（名古屋市）
　　　　　★吉村　清（下野）

〈市長賞講評〉タイトルが面白い。水面に輝く火をうまくとら
えている。まさに、ホタルが海を飛んでいるようである。

市長賞　　　後藤　在利（蛭川）
議長賞　　★可知　凛花（中川町）
教育長賞　　久木　勝広（茄子川）
奨励賞　　　石田　三奈子（駒場町）、甲斐　雅（東宮町）
　　　　　　北野　ひとみ（茄子川）、遠山　千代（恵那市）
　　　　　　長谷川　典子（恵那市）

〈市長賞講評〉
　フィレンツェのポンテ・ヴェッキオの歴史的風景を一筆一筆悠
久の時を紡ぐように緻密に描き込まれています。フィレンツェの
人の息づかいが聞こえて来るような素晴らしい作品です。

市長賞　　　ヒサオ・カメヤマ（関市）
議長賞　　★𠮷村　雨音（駒場）
教育長賞　　該当作なし
奨励賞　　　青木　悠那（付知町）、
　　　　　　甲斐　雅子（東宮町）、宍戸　敏美（落合）

〈市長賞講評〉
　金属の構成からなる重厚な作品です。それぞれのパーツの形にも工夫が
あり、配置もリズミカルです。確かな金属加工、溶接の技術が感じられ、
平面、色彩も取り入れ見る者に自由な発想を感じさせる作品です。



令和４年４月から成年年齢が
18歳に引き下げられます

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
踏
ま
え
、
子
育
て
世
帯

に
対
し
て
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
児　

平
成
15
年
４
月
２
日
〜

　

令
和
４
年
３
月
31
日
ま
で
に
生

　

ま
れ
た
児
童

支
給
対
象
者

　

児
童
手
当
対
象
者
、
高
校
生
相

当
の
児
童
を
養
育
す
る
方
（
所

得
制
限
あ
り
）

支
給
額

　

対
象
児
１
人
に
つ
き
５
万
円

申
請
方
法

　

令
和
３
年
９
月
分
の
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
に
は
申
請

不
要
で
支
給
し
ま
す
。

※

高
校
生
相
当
の
児
童
を
養
育
す

る
方
や
公
務
員
の
方
は
申
請
が

必
要
で
す
。
案
内
に
同
封
す
る

申
請
書
を
記
入
し
、
子
ど
も
家

庭
課
窓
口
ま
た
は
、
郵
送
で
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　

決
ま
り
次
第
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
詳
細
が
未
定
の
た
め
今
後
変
更

の
可
能
性
が
あ
り
ま

　

す
。（
12
月
13
日
現
在
）

　

子
ど
も
家
庭
課
（
☎
内
線
617
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

接
種
費
用
助
成
の
期
間
を
、
２
月

28
日
㈪
ま
で
延
長
し
ま
す
。

　

助
成
の
詳
細
は
、
対
象
の
方
へ

配
布
し
て
い
る
案
内
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

※

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
な
っ
た
場
合

　

は
期
間
内
で
も
接
種
で
き
ま
せ

　

ん
。

対　

象

・
高
齢
者
（
満
65
歳
以
上
、
満
60

　

〜
64
歳
で
身
体
障
害
者
手
帳
１

　

級
の
内
部
障
害
の
方
）

・
満
１
歳
〜
中
学
生

　

 

健
康
医
療
課
（
☎
内
線
628
）

◆
介
護
保
険
料
年
間
納
付
額
の

　

お
知
ら
せ

　

介
護
保
険
料
を
口
座
振
替
ま
た

は
納
付
書
で
納
付
さ
れ
た
方
に
、

年
間
納
付
額
の
お
知
ら
せ
を
１
月

下
旬
に
発
送
し
ま
す
。

　

な
お
、
年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ

て
い
る
方
は
、
１
月
中
旬
以
降
に

日
本
年
金
機
構
な
ど
か
ら
通
知
さ

れ
ま
す
。

◆
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

の
障
害
者
控
除

 

確
定
申
告
を
す
る
本
人
ま
た
は

扶
養
家
族
が
、
要
介
護
認
定
者

（
令
和
３
年
12
月
31
日
現
在
、
65

歳
以
上
で
要
支
援
２
以
上
）
の
場

合
、
障
害
者
控
除
に
必
要
な
「
障

害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
」
を
市

役
所
で
発
行
し
ま
す
。

 

65
歳
未
満
で
も
、
常
に
就
床
を

要
し
複
雑
な
介
護
を
必
要
と
す
る

方
は
、
障
害
者
控
除
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

　

お
む
つ
代
は
、
①
ま
た
は
②
の

ど
ち
ら
か
が
あ
れ
ば
、
確
定
申
告

の
際
に
医
療
費
と
し
て
申
告
で
き

ま
す
。

①
お
む
つ
使
用
証
明
書

　

寝
た
き
り
状
態
で
あ
る
こ
と
、

治
療
上
お
む
つ
の
使
用
が
必
要
で

あ
る
こ
と
の
証
明
書
。
医
療
機
関

で
発
行
で
き
ま
す
。

②
確
認
書

　

①
に
代
わ
る
も
の
で
、
次
の
要

件
を
全
て
満
た
す
場
合
は
、
市
役

所
で
発
行
し
ま
す
。

・
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
受

け
る
の
が
２
年
目
以
降
の
方

・
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
方

・
市
が
要
介
護
認
定
の
際
に
医
療

機
関
か
ら
受
領
す
る
主
治
医
意

見
書
で
、
寝
た
き
り
状
態
に
あ

る
こ
と
、
尿
失
禁
発
生
の
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る

方
手
続
き
方
法

と　

き　

１
月
４
日
㈫
か
ら　
　

と
こ
ろ　

介
護
保
険
課
、
各
総
合

　

事
務
所

持
ち
物　

介
護
保
険
被
保
険
者
証
、

窓
口
に
来
る
方
の
本
人
確
認
書

類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

　

 

介
護
保
険
課
（
☎
内
線
614
）

令
和
３
年
度
子
育
て
世
帯
へ
の

臨
時
特
別
給
付
（
先
行
給
付
金
）

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

接
種
費
用
助
成
の
期
間
延
長

介
護
保
険
と
税
務
申
告
に

関
す
る
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

６ 

2022年   １月

はすべて中津川市役所内の部署です担当課 市役所 ☎0573ー66 ー1111

問

問

問

　民法改正により、令和４年４月１
日から成年年齢が20歳から18歳に
変わります。４月１日に18歳、19
歳に達している方は、その日から新
成人となります。
　成年になると、親の同意がなくて
も自分の意思でさまざまな契約が結
べるようになりますが、契約の知識
や経験が少ないため、消費者トラブ
ルに巻き込まれる可能性がありま
す。
◆困ったらすぐ相談
　消費者トラブルで困った時は、一
人で抱え込まず、早めに市役所の消
費生活相談窓口または消費者ホット
ライン「188」へご相談ください。
　 消費生活相談室（☎内線167）

市
長
交
際
費
　
令
和
３
年
11
月

▼
６
日 

恵
那
医
師
会
名
誉
会
長
故
古

橋
貞
二
郎
先
生
お
別
れ
の
会
供
花　

１

万
３
千
５
百
円
、
福
井
県
知
事
と
の
意

見
交
換
会
会
費　

１
万
円

▼
16
日　

保
健
・
予
防
事
業
功
労
者
香
典

１
万
円
、
社
会
資
本
整
備
を
考
え
る
首

長
の
会
総
会
会
費　

８
千
円

▼
17
日　

地
方
を
守
る
会
総
会
会
費　

６

千
円

▼
22
日　

中
部
森
林
管
理
局
国
有
林
野
等

所
在
市
町
村
長
有
志
協
議
会
懇
談
会
会

費　

５
千
円

広 

告

有　料　広　告



 
７ 2022年  １月

　

令
和
３
年
12
月
中
旬
に
償
却
資

産
（
固
定
資
産
税
）
申
告
書
と
申

告
の
手
引
き
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

対
象
資
産
を
お
持
ち
の
方
で
申
告

書
な
ど
が
届
い
て
い
な
い
方
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象

　

１
月
１
日
現
在
、
市
内
で
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
（
工
場
、
商

店
、
駐
車
場
、
ア
パ
ー
ト
、
発

電
量
10　

以
上
の
太
陽
光
パ
ネ

ル
で
全
量
売
電
な
ど
）
で
、
償

却
資
産
（
土
地
・
家
屋
以
外
の

事
業
用
資
産
）
を
所
有
し
て
い

る
方

償
却
資
産
の
種
類

　

①
構
築
物
（
門
、
塀
、
駐
車
場

　

な
ど
の
舗
装
、
よ
う
壁
な
ど
）

　

②
機
械
・
装
置
（
産
業
用
機
械
、

　

ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
、
太
陽
光
発
電

　

設
備
な
ど
）
③
船
舶
（
ボ
ー
ト
、

　

釣
り
船
な
ど
）
④
航
空
機
⑤
車

　

両
・
運
搬
具
（
フ
ォ
ー
ク
リ
フ

　

ト
な
ど
自
動
車
税
の
か
か
ら
な

　

い
も
の
）
⑥
工
具
・
器
具
・
備

　

品
（
事
務
机
、
事
務
椅
子
、
プ

　

リ
ン
タ
ー
、
パ
ソ
コ
ン
、
エ
ア

　

コ
ン
な
ど
）

申
告
方
法　

申
告
書
の
ほ
か
、
電

　

子
申
告
（
エ
ル
タ
ッ

　

ク
ス
）
も
利
用
で
き

　

ま
す
。

提
出
期
限　

１
月
31
日
㈪

提
出
先

　

税
務
課
ま
た
は
各
総
合
事
務
所

※

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

　
　
　
　

税
務
課
（
☎
内
線
135
）

　

令
和
３
年
７
月
に
発
生
し
た
大

雨
災
害
に
対
し
、
多
く
の
方
に
ご

支
援
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
義
援
金

は
日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
ま
し

た
。

義
援
金　

３
４
万
８
千
５
１
７
円

　

 

社
会
福
祉
課
（
☎
内
線
619
）

　

令
和
３
年
度
日
赤
社
資
募
集
で

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
多
く
の
事

業
所
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
社
資
は
、

日
本
赤
十
字
社
へ
送
金
し
ま
し
た
。

一
般
社
資　

　

９
７
６
万
６
千
３
９
０
円

法
人
社
資

　

１
３
７
万
３
千
円

　

 

社
会
福
祉
課
（
☎
内
線
616
）

　

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ
と
は
、
暖
房
時

の
室
温
を
20
℃
（
目
安
）
に
し
て

快
適
に
過
ご
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

で
す
。
暖
か
い
衣
服
、
温
か
い
飲

み
物
や
食
べ
物
を
取
り
入
れ
る
な

ど
、
工
夫
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　

暖
房
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
使

用
量
の
削
減
で
、
Ｃ
Ｏ
２
の
発
生

を
削
減
し
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト

・
首
、
手
首
、
足
首
を
温
め
る

・
「
鍋
」
で
体
も
室
内
も
温
め
る

・
歩
い
て
、
体
を
温
め
る

　
 

環
境
政
策
課
（
☎
内
線
542
）

Information

勤
労
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー　

   

　

  　

 （
ワ
ー
カ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）　

　
　

  

か
ら
の
お
知
ら
せ

◆
め
ざ
せ
就
職
★
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

　

１
月
13
日
㈭
・
２
月
10
日
㈭

　

各
日
10
時
〜
15
時
40
分

◆
が
ん
ば
れ
再
就
職
応
援
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

１
月
26
日
㈬　

　

９
時
30
分
〜
15
時
45
分

◇
共
通
事
項

参
加
費　

無
料

定　

員　

10
人

と
こ
ろ　

中
津
川
市
サ
ン
ラ
イ
フ

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
雇
用
保

　

険
受
給
者
証（
受
給
中
の
方
）

※

求
職
活
動
実
績
の
１
回
に
該

　

当
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

◆
リ
ー
ダ
ー
育
成
実
践
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

２
月
８
日
㈫　

　

９
時
〜
16
時
30
分

◆
管
理
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

と　

き　

２
月
18
日
㈮

　

９
時
〜
16
時
30
分

◆
ク
レ
ー
ム
対
応
研
修

と　

き　

２
月
22
日
㈫　

　

９
時
〜
16
時
30
分

※

講
座
の
詳
細
な
ど
は
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
内
職
を
出
し
た
い
企
業
さ
ん

　

を
募
集
し
て
い
ま
す
！

ワ
ー
カ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
ー

０
９
８
８
）

問

問問

まち・ひと・しごと

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）の

申
告
が
必
要
で
す

令
和
３
年
７
月
大
雨
災
害
義
援
金

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

日
赤
社
資
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ウ
ォ
ー
ム
ビ
ズ

〜
ひ
と
工
夫
で
暖
か
く
過
ご
そ
う
〜

★地域で活躍する女性　　　中津川にほんご教室　藤井　信子さん
　定年まで教員を勤め上げた後、約20年もの長い間『中津川にほんご教室』でボラ
ンティア活動をされている藤井さん。外国人の方と常に対等な立場で仲良くなりた
いと、生活に役立つ日本語を教えることに力を注いでいます。
　最近は技能実習生の参加が増え、日本語検定に合格したいという声に応えて、主
に受検対策を行なっていますが、「原点に返り、日本語が話せず地域に埋もれて
困っている外国人の方たちをつなぐ場所にしたい。」「大好きな中津川で教室の仲
間とアットホームな教室を続けていきたい。」と熱い思いを語ってくださいまし
た。

認めあい、支えあい、まあるいこころ　～人々がかがやくまち中津川～ 市民協働課（☎内線 326）問

kw



　

不
正
軽
油
と
は
、
主
に
灯
油
や

Ａ
重
油
な
ど
を
混
ぜ
て
軽
油
と
称

し
流
通
し
て
い
る
も
の
で
、
使
用
、

販
売
に
関
わ
る
人
は
全
て
罰
せ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
不
正
軽
油
は
軽
油
引
取

税
の
脱
税
だ
け
で
な
く
、
石
油
製

品
販
売
業
、
運
輸
業
、
建
設
業
な

ど
の
公
正
な
市
場
競
争
を
阻
害
し
、

環
境
汚
染
の
原
因
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

　

不
正
軽
油
が
使
用
さ
れ
な
い
よ

う
、
情
報
提
供
や
軽
油
の
抜
き
取

り
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

◆
こ
ん
な
時
は
「
不
正
軽
油
１
１

　

０
番
」
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

・
見
知
ら
ぬ
業
者
か
ら
安
い
燃
料

　

の
巡
回
販
売
の
チ
ラ
シ
・
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
が
届
い
た

・
ダ
ン
プ
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
排

　

気
ガ
ス
か
ら
異
臭
が
す
る

・
近
所
で
不
審
な
タ
ン
ク
ロ
ー　

　

リ
ー
を
見
か
け
た　

な
ど

　

 

不
正
軽
油
１
１
０
番
（
東
濃

　

県
税
事
務
所
総
務
課
税
課
）

（
☎
０
５
７
２
ー

23
ー

１
１
１
１
）

　

　
　
　

内　

容　

不
動
産
（
空
き
家
を
含

　

む
）
な
ど
に
関
す
る
諸
問
題

と　

き　

２
月
４
日
㈮

　

13
時
〜
15
時

と
こ
ろ　

市
役
所
市
民
談
話
室

※
要
予
約
・
先
着
順

　
　
　
　

と
き
・
と
こ
ろ

　

１
月
５
日
㈬　

　

・
９
時
〜　

式
典

　

（
中
津
川
文
化
会
館
）

　

・
12
時
〜　

分
列
行
進

  　
（
駅
前
通
り
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
式
典
の
来
場
者

数
を
制
限
し
ま
す
。
一
斉
放
水
、

幼
年
消
防
演
技
、
楷
梯
操
法
は
中

止
し
ま
す
。

　

 

消
防
本
部
警
防
課

　
（
☎
66
ー

１
１
９
４
）

　

子
育
て
中
の
仲
間
と
知
り
合
い
、

交
流
し
な
が
ら
、
自
分
に
あ
っ
た

子
育
て
に
つ
い
て
考
え
、
学
び
ま

す
。
（
託
児
付
き
）

と　

き　

　

２
月
３
日
㈭
〜
３
月
10
日
㈭　

　

（
全
６
回
）
10
時
〜
12
時

※

日
程
、
内
容
な
ど
の
詳
細
は
申

　

込
者
へ
ご
案
内
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館　

対　

象　

０
〜
３
歳
の
子
を
育
て

　

て
い
る
親

定　

員　

16
人

参
加
費　

無
料

申
込
期
限　

１
月
27
日
㈭

　　

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
（
☎
内
線
４
３
０
９
）

　

高
齢
者
の
体
や
認
知
症
に
つ
い

て
の
知
識
、
運
動
な
ど
の
実
技
を

学
び
ま
す
。
ご
自
身
の
健
康
づ
く

り
を
し
な
が
ら
、
地
域
の
サ
ロ
ン

な
ど
で
高
齢
者
を
支
え
る
一
員
に

な
り
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

　

２
月
１
日
㈫
、
２
月
15
日
㈫
、

　

２
月
22
日
㈫
、
３
月
１
日
㈫
、

　

３
月
８
日
㈫

　

各
回
13
時
30
分
〜
16
時

※

各
回
の
内
容
は
市
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

　

く
だ
さ
い
。

と
こ
ろ　

中
津
川
文
化
会
館　

対　

象　

・
中
津
川
市
民
で
、
介
護
予
防
活

　

動
や
健
康
づ
く
り
に
関
心
の
あ

　

る
方

・
介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、

　

活
動
に
参
加
で
き
る
方

・
す
べ
て
の
講
座
（
全
５
回
）
に

　

参
加
で
き
る
方

講　

師　

荒
深
裕
規
氏
（
日
本
福

　

祉
大
学
准
教
授
）
他

受
講
料　

無
料

定　

員　

30
人　

※

先
着
順
（
初
め
て
の
方
優
先
）

申
込
期
間　

　

１
月
５
日
㈬
〜
21
日
㈮

　
　
　

 

職
務
内
容

　

学
校
給
食
の
調
理
業
務
全
般

募
集
人
数　

若
干
人

勤
務
先　

市
内
学
校
調
理
場

勤
務
開
始
時
期　

４
月
か
ら

申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

　

介
状
と
履
歴
書
を
教
育
企
画
課

　

ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
20
日
㈭

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
教
育
企
画
課
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　

教
育
企
画
課

　
（
☎
内
線
４
２
１
６
）

職
務
内
容　

　

要
介
護
認
定
で
要
支
援
１
・
２

　

と
認
定
さ
れ
た
方
の
ケ
ア
プ
ラ

　

ン
を
作
成
す
る　

申
込
資
格　

・
保
健
師
、
看
護
師
、
介
護
支
援

専
門
員
、
社
会
福
祉
士
、
社
会

福
祉
主
事
と
し
て
３
年
以
上
の

経
験
の
あ
る
方

・
普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
方

　

（
Ａ
Ｔ
の
み
で
も
可
）

募
集
人
数　

１
人

勤
務
先　

高
齢
支
援
課

申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

　

介
状
を
、
高
齢
支
援
課
ま
で
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
20
日
㈭

　

 

高
齢
支
援
課
（
☎
内
線
605
）

８ 

2022年   １月

はすべて中津川市役所内の部署です担当課 市役所 ☎0573ー66 ー1111

担
当
課

募
　
集

不
正
軽
油
の
販
売
は
犯
罪
で
す

令
和
４
年
中
津
川
市
消
防
出
初
式

介
護
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
公
社
）岐
阜
県
宅
地
建
物
取
引

業
協
会
の
不
動
産
無
料
相
談
会

子
育
て・親
支
援
専
門
講
座

ノ
ー
バ
デ
ィ
ー
ズ・パ
ー
フ
ェ
ク
ト

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
職
員
募
集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

談
　
相催

　
し

問

問

問

学
校
給
食
調
理
員
募
集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

高
齢
支
援
課（
☎
内
線
609
）

定
住
推
進
課（
☎
内
線
324
）

　

環
境
政
策
課
（
☎
内
線
542
）

fuseikeiyu110@
pref.gifu.lg.jp

あ
ら
ふ
か
ひ
ろ　
き



職
務
内
容 

・
市
内
の
幼
稚
園
や
保
育
園
、
小

学
校
な
ど
で
、
横
断
歩
道
の
渡

り
方
や
正
し
い
交
通
ル
ー
ル
な

ど
を
教
え
る
交
通
安
全
教
室
を

行
う
。

・
交
通
安
全
に
関
す
る
行
事
や
イ

ベ
ン
ト
へ
の
参
加
、
啓
発
活
動

を
行
う
。

募
集
人
数　

１
人

勤
務
先　

防
災
安
全
課

申
込
方
法　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
紹

　

介
状
を
、
防
災
安
全
課
ま
で
お

　

持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
21
日
㈮

　

防
災
安
全
課
（
☎
内
線
164
）

活
動
内
容　

　

市
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

　

な
ど
を
訪
問
し
、
利
用
者
の
声

　

を
聞
き
相
談
に
応
じ
る
。

（
月
４
日
程
度
）

謝
礼
金　

半
日
３
千
５
０
０
円

応
募
用
件

次
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

・
市
内
在
住
で
、
介
護
保
険
や
福

　

祉
に
関
す
る
資
格
（
保
健
師
、

　

看
護
師
、
介
護
支
援
専
門
員
、

　

介
護
福
祉
士
、
介
護
職
員
初
任

　

者
研
修
、
ヘ
ル
パ
ー
１
・
２
級

　

な
ど
）
が
あ
る
方

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
利
害

　

関
係
の
な
い
方

・
月
に
数
日
、
市
内
の
介
護
サ
ー

　

ビ
ス
事
業
所
な
ど
へ
訪
問
で
き

　

る
方

・
普
通
自
動
車
免
許
を
持
ち
、
自

　

家
用
自
動
車
が
使
え
る
方

・
７
月
に
開
催
予
定
の
介
護
相
談

　

員
養
成
研
修
（
５
日
程
度
）
に

　

出
席
で
き
る
方

募
集
人
数　

１
人

勤
務
開
始
時
期　

４
月
か
ら

申
込
方
法　

履
歴
書
を
介
護
保
険

課
ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

１
月
31
日
㈪

　
　
　
　

介
護
保
険
課

　
（
☎
内
線
642
）

　

60
歳
以
上
の
皆
さ
ん
、
あ
な
た

に
合
っ
た
仕
事
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
は
、
草
刈
り
、
剪
定
、
掃
除
、

事
業
所
へ
の
派
遣
な
ど
、
臨
時
的
、

短
期
的
、
簡
易
的
な
仕
事
を
会
員

に
紹
介
す
る
公
益
法
人
で
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
新
入
会
員

説
明
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

毎
月
第
３
水
曜
日

　

13
時
30
分
〜

と
こ
ろ　

本
所
事
務
所
（
中
津
）

　

ま
た
は
付
知
分
所

※

申
込
不
要

　

（
公
社
）
中
津
川
市
シ
ル
バ
ー

　

人
材
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
66
ー

８
８
９
０
）

　
　
　

  

高
齢
支
援
課

　
（
☎
内
線
604
）

交
通
指
導
員
募
集

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集
説
明
会

介
護
相
談
員
募
集

問

 
９ 2022年  １月

Information

担
当
課

市 営 住 宅
入居者募集

現在住宅に困っていて、市税を滞納していない方で、暴力団員でない方、
下記の表の入居資格を満たす方。

1月4日㈫～14日㈮ （土日祝祭を除く8：30～17：15） 2月下旬

申込資格

申込期間 入居予定

都市建築課（☎内線 208・209）または農林整備課（福岡総合事務所２階・☎72ー 2111）問・申先

※ＵＩターン者用住宅（市内6箇所、総戸数38戸、家賃3万円）は、入居者および同居者の年齢が40歳以下で配偶者がある方、5年以内に

地域定住など入居募集要件があり、面接と書類選考で入居者を決定します。空き状況など、詳しくは都市建築課へお問い合わせください。

  　 公営は月額所得が 15 万 8 千円以下（裁量階層の方はこれ以上でも申し込める場合があります）の方に資格があります。
　　特公は月額所得が 15 万 8 千円を超える方に資格があります。　　若者定住（35 歳以下・UI は 40 歳以下）の定住促進住宅です

※上記団地以外でも申込みができる団地がありますので、その他募集要件、各団地の詳細について市ホームページをご覧いただくか下記の

　問い合わせ先までお問い合わせください。

申し込み数が募集戸数を超える市営住宅は、抽せんにより入居者を決定します。

駒場

会所沢

恵下

和合

味噌野UI

宮洞A

鳥屋脇

向田瀬A

下平

矢柱

３DK

３DK

３DK

3LDK

2LDK

2LDK

3LDK

３DK

3LDK

２DK

14,100円～27,700円

13,100円～25,700円

16,600円～32,600円

41,000円～80,500円

30,000円

19,500円～44,800円

15,100円～34,400円

13,900円～30,000円

12,600円～27,900円

15,400円～35,400円

種類団地名所在地 間取り 当初家賃（所得による） 種類団地名所在地 間取り 当初家賃（所得による）

津島町

手賀野

中津川

坂　下

神　坂

加子母

付知町

田　瀬

川　上

蛭　川

公

公

公

特

若

公

公

公

公

公

公

特 若

寄付をありがとうございます
坂本小学校の本（図書）充実のため
▷1,000,000 円　松葉利夫（恵那市）
▷50,000 円　昭和 19 年坂本小学校
　卒業生一同　代表　松葉利夫（同上）

災害時に使用するため
▷タオル　800 枚
　（一社）中津川法人会女性部会

落合小学校へふるさとの郷土愛を
育むため
▷版画「落合宿本陣」（作　加藤博三）　
　水野克司（落合）

（敬称略）



　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
改
良
増
殖

の
成
果
と
酪
農
経
営
の
健
全
な
発

展
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

共
進
会
が
、
11
月
11
日
に
関
家
畜

流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
中

津
川
市
か
ら
は
２
農
家
６
頭
が
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
の
姿
勢
や
乳
器
の
状
態
な
ど

の
観
点
か
ら
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

経
産
牛
の
部　

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　

渡
辺
修
一
郎
さ
ん
（
福
岡
）

　

  

農
業
振
興
課
（
☎
内
線
266
）

　

和
牛
飼
養
管
理
技
術
の
向
上
と

肉
用
牛
生
産
の
拡
大
を
目
的
と
し

た
共
進
会
が
、
11
月
16
日
に
関
家

畜
流
通
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、

10
農
家
36
頭
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

牛
の
体
型
の
大
き
さ
や
バ
ラ
ン

ス
、
肉
の
付
き
方
や
締
ま
り
具
合
、

血
統
、
姿
勢
の
良
さ
な
ど
の
観
点

か
ら
審
査
さ
れ
ま
し
た
。

去
勢
の
部　

最
優
秀
賞

　

㈱
三
浦
畜
産
（
加
子
母
）

雌
の
部　

最
優
秀
賞

　

㈱
横
山
畜
産
（
付
知
町
）

　

 

農
業
振
興
課
（
☎
内
線
266
）

　

長
年
に
わ
た
り
自
治
会
長
と
し

て
ご
尽
力
さ
れ
た
方
々
に
、
11
月

18
日
付
で
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。
（
敬
称
略
）

岐
阜
県
知
事
感
謝
状

　

大
脇
和
人
（
神
坂
）

岐
阜
県
自
治
連
絡
協
議
会
長
感
謝
状

　

安
藤
史
郎
（
中
津
西
）、
酒
井

　

孝
行
（
中
津
南
）、
洞
田
治

　
（
中
津
東
）

　

 

市
民
協
働
課
（
☎
内
線
325
）

　

９
月
18
日
、
19
日
に
東
京
都
大

田
区
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

全
国
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
カ
ッ
プ

で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
皆
さ
ん

が
、
11
月
30
日
に
市
役
所
で
市
長

に
受
賞
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

◆
リ
ア
ル
大
会

チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

（
グ
ル
ー
プ
の
部
）
第
２
位

　

舟
橋
由
莉
（
苗
木
中
１
年
）、

　

高
木
え
み
香
（
第
二
中
１
年
）、

　

小
林
愛
萊
（
坂
下
中
１
年
）

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ー
キ
ッ
ト
（
個
人

の
部
）
ジ
ュ
ニ
ア
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

第
１
位

　

舟
橋
由
莉（
苗
木
中
１
年
）　

第
７
位

　

小
林
心
杏 （
山
口
小
４
年
）

◆
動
画
大
会　

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ー
キ
ッ
ト
（
個
人

の
部
）
第
３
位　

　

加
藤
さ
く
ら
（
西
小
６
年
）

　

 

生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課

　
（
☎
内
線
４
３
０
８
）

　

令
和
４
年
１
月
１
日
付
で
、
人

権
擁
護
委
員
と
し
て
10
人
が
法
務

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
任

期
は
３
年
で
、
人
権
問
題
の
解
決
、

人
権
教
育
の
啓
発
、
人
権
相
談
な

ど
に
活
躍
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
12
月
31
日
付
で
３
人
が

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

新　

任　

　

保
方
多
津
美
（
蛭
川
）、
田
中

恵
子
（
山
口
）、
島
田
千
寿（
神

坂
）

再　

任　

　

上
田
さ
よ
（
落
合
）、
早
川
菅

　

子
（
坂
下
）、
林
和
子
（
川
上
）、

　

梅
田
時
江
（
加
子
母
）、
安
彦

　

美
智
子
（
付
知
）、
早
川
久
雄  

　
（
付
知
）、
国
枝
泰
穣
（
蛭
川
）

退　

任

　

渡
邊
和
子（
蛭
川
・３
期
９
年
）、

宮
下
修
治（
山
口・２
期
６
年
）、

佐
々
木
保（
神
坂・５
期
15
年
）

　

  

法
務
局
中
津
川
支
局

　
（
☎
66
ー

１
５
５
４
）

   　
　
　
市
民
課
（
☎
内
線
199
）

　

長
年
に
わ
た
る
戸
籍
事
務
へ
の

貢
献
が
評
価
さ
れ
、
市
民
課
の
勝

恵
子
課
長
補
佐
が
、
法
務
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

11
月
８
日
、
市
役
所
で
伝
達
式

を
行
い
、
岐
阜
地
方
法
務
局
長
か

ら
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　

 

市
民
課
（
☎
内
線
199
）
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はすべて中津川市役所内の部署です担当課 市役所 ☎0573ー66 ー1111

問 問

問

問

問

問
第
６
回

岐
阜
県
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

令
和
３
年
度 

東
美
濃
肉
牛
共
進
会

長
年
区
長
を
務
め
ら
れ
た
方
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た

第
14
回
全
国
こ
ど
も
チ
ャ
レ
ン
ジ

カ
ッ
プ
報
告
会

戸
籍
事
務
従
事
職
員

法
務
大
臣
表
彰

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

担
当
課

ト
ピ
ッ
ク
ス

ゆ 

い
り

ゆ 

い
り

あ
い　
ら

こ
こ 

あ

ほ　

ぼ

ち 

と
し

た
い
じ
ょ
う
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・地域包括ケア病棟
　市民病院では、「一般病棟」６病棟のうち２病棟（79床）を「地域包括ケア病棟」へ転換し、地
域に密着した病棟として、在宅療養に不安がある患者様などに、自宅復帰に向けてのリハビリや自
宅復帰支援（食事・排泄援助・清潔援助・体位変換などの日常生活援助や退院後の介護サービスの
説明など）を行なっています。

・地域医療連携
　平成24年から地域医療機関の訪問を実施し、当院へのご意見・ご要望を伺っ
ています。この活動で地域医療機関との連携がより深まり、スムーズな紹介体
制や、情報の共有化など地域全体の医療サービスの向上が図られます。患者様
にとって安心できる地域医療が確立できるよう、今後も地域の医療機関との連
携強化に努めてまいります。

　 市民病院地域医療連携室（☎66－1251） 

 確定申告会場
　と　き　１月24日㈪～３月30日㈬（平日のみ）　※令和３年分の所得税の確定申告期限は３月15日㈫です。
　ところ　中津川税務署１階会議室（中津川合同庁舎）
　※会場の混雑緩和のため、入場には「入場整理券」が必要です。
　「入場整理券」は、LINEを通じたオンライン事前発行のほか、会場で当日配付も行います。
　配付状況によっては、後日の来場をお願いする場合もあります。

　会場が変わることで、例年にも増して混雑が予想されます。ま
た、新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からも、申告書の
作成・送信は、スマートフォンや自宅のパソコンから国税庁ホー
ムページにアクセスし、電子申告（e -Tax）をぜひご利用ください。
（印刷した申告書の郵送による提出も可能です。）

問

地域医療部の活動紹介

 会場が中津川商工会議所ホールから 中津川税務署１階会議室 に変わります

令和３年分 確定申告のお知らせ

 申告書の作成・送信は 国税庁ホームページから

　 中津川税務署　個人課税第一部門（☎66 ー1202）自動音声案内に従って「２」を選択
　　      税務課市民税係（☎内線 143）
問
担当課

確定申告書等作成
コーナーなら自宅
でいつでも申告で
きます！

確定申告



1月 ２月

9，23 13，27
日曜
搬入
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（９～17時まで）休日当番医

  健康医療課（☎内線625）担当課

　

　

当番医は、変更になる場合がありますので、必ずお問い
合わせのうえ、お出かけください。

注

問

問

月に１回、家族で防火、防災を話し合いましょう。
　 消防本部予防課（☎66ー1619）

月イチ・家族で防災会議 ごみ収集日 燃えるごみは収集日が祝日でも収集します。 

納期限のご案内

ごみは８：30までに出しましょう。

■納付は安全な口座振替を 

・手続きは市内の金融機関の窓口で、通帳と届出印を持参して行なって
　ください。

搬入できる日時　・平日（月～金）８：45～16：30
　　　　　　　  ・毎月（第２・第４日曜日）
　　　　　　　　　8：45～12：00、13：00～16：30

大型
ごみ

資源回収 環境政策課（☎内線542）

１月31日（月）

市 県 民 税

国 民 健 康 保 険 料

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

（第4期）

（第8期）

（第9期）

（第7期）

上 下 水 道 使 用 料（１月分）

☎内線142

☎内線114

☎内線612

☎内線112

税務課

保険年金課

介護保険課

保険年金課

資　源
ご　み

燃えない
ご　み

地 　 区 　 名（区名・地域名） 燃える
ご　み

集
収
日
曜
木
・
月

集
収
日
曜
金
・
火

10区・11区・12区・新町区・一色区

中央区・14区・16区

東７区・西７区・８区・９区・昭和区

19区・21区・実戸区・中村区・ビレッジハウス中津川第二・尾鳩区

苗木地区

落合地区・神坂地域

23区・桃山区・西ヶ丘区・大平区・山手区・後田区・大峡区
共栄区・松源寺区

千旦林地区

茄子川地区

阿木地区

田瀬・下野・福岡・高山地区

蛭川地区

付知町地区

山口地区・馬籠地域

坂下・上野地区

川上地区

加子母地区

17区・18区・東18区・24区・銭亀区・丸山警察官舎・丸山団地区
ビレッジハウス中津川第三・子野区・松田区

資　源
ご　み

燃えない
ご　み

区
地
津
中

区
地
津
中

２月１月

・口座振替を利用されると、納期限の日に自動的に口座から引き落
としされ、その結果は通帳に記載されます。また、納期ごとに金
融機関などに出かける必要がなく、納め忘れの心配もありません。

※詳しくは各実施団体にご確認ください。

（年末年始を除く）

１区・２区・３区・４区・５区・６区・手賀野上区・会所ヶ丘区
ビレッジハウス中津川

付知町まちづくり協議会、第14区きらくクラブ

阿木保育園保護者会・阿木小中PTA

付知町まちづくり協議会、西幼稚園

昭和会

坂本こども園保護者会

坂本こども園保護者会、ポレスター中津川新町管理組合

高山保育園保護者会

坂本小学校PTA、第14区きらくクラブ

南小学校

9日㈰

15日㈯

16日㈰

18日㈫

20日㈭

21日㈮

22日㈯

23日㈰

30日㈰

ごみ収集日

資源回収（１月） 納期限のご案内

リサイクル
倉庫9,16

リサイクル
倉庫6,20

有害９

有害26

有害26

有害26

有害13

 4 14 22 8

 4 18 22 1

 11 25 22 15

 5 28 2 25

 19 12 16 9

 26 21 23 18

 12 7 9 4

 5 31 2 28

 5 12 2 9

 5 10 2 7

 16 16 20 20

 24 5 14 2

 17 26 7 23

 27 13 21 10

 31 19 28 16

 20 6 17 3

 
23
 23 

27
 27

 

 12 19 9 16

 12 17 9 14

問

１
月

２
月

恵那山のぎつね診療所  （中津） ☎62-3001
丹羽内科・ペインクリニック （福岡） ☎72-5777
喜生堂歯科医院 （付知） ☎82-2011
笠木医院 （坂本） ☎68-7161
近藤クリニック （坂下） ☎70-1055
水野歯科医院 （苗木） ☎66-4618
中川医院 （落合） ☎69-5015
みお医院 （付知） ☎82-5211
みお歯科 （坂下） ☎75-2355
恵北医院 （中津） ☎66-1210
竹内医院 （付知） ☎82-3882
ささきクリニック （中津） ☎62-3988
河村医院 （加子母） ☎79-2033
柳沢歯科医院 （中津） ☎66-3177
さか整形外科 （坂本） ☎68-7722
竹内医院 （付知） ☎82-3882
服部内科クリニック （中津） ☎65-8877
蛭川診療所 （蛭川）
上田医院 （苗木） ☎66-7222
竹内医院 （付知） ☎82-3882
ふなはしファミリークリニック （坂本） ☎68-2799
深谷医院 （福岡） ☎72-2009
恵那医院 （中津） ☎66-1318
今井医院 （福岡） ☎72-4377
木村内科 （中津） ☎65-8088
竹内医院 （付知） ☎82-3882

1日㈷

2日㈰

3日㈪

9日㈰

10日㈷

16日㈰

23日㈰

30日㈰

6日㈰

11日㈷

13日㈰

◆がん検診は予約が必要です
　①健康医療課へ電話
　②携帯で二次元コードを読み取る→
　③市ホームページ→「検診などの日程」から予約
　※がん検診のご予約は必ず検診日の１週間前まで
　　にお願いします。
　※子宮頸がん・乳がん検診は医療機関でも受けら
　　れます。健康医療課に連絡してください。

◆がん検診対象者
胃・大腸 ― 40歳以上男女
前 立 腺 ― 50歳以上男性
肝　　炎 ― 30歳以上男女
子 宮 頸 ― 20歳以上女性
乳　　房 ― 30～39歳女性（超音波検査）

40歳以上女性      （マンモグラフィー検査）

◆検診料金：各 700円
※肝炎ウイルス検診は令和３年度に41、46、51、56、61歳になる方で初めて受ける方は無料です。

《がん検診について》
・検診は自覚症状のない方が
対象です。症状のある方は
医療機関を受診してくださ
い。
・検診を安全に実施するため、
検診当日、問診で健康状態
を把握させていただきます。
健康状態によっては、受け
られない場合もありますの
でご承知ください。

健康医療課 （☎内線623・627）がん検診

× × × × × ×

○ ○ ○ ○ ○ ○

△ ○ ○ ○ △ △

実施日 会　 場 受付時間 胃 乳房大腸 肝炎 子宮頸前立腺
25日㈫ 中津川文化会館

  2日㈬ 中津川文化会館

27日㈰ 中津川文化会館

１
月

２
月

新型コロナウイルス
感染症の影響により、
8：15～11：00の予約
枠の中で受付時間
を指定し、個別案内
します。

予約はお早めに！

中津川市民病院（☎66ー1251）の救急外来を受診して
ください。
安易な受診は、重症者の救急処置に支障をきたすことが
あるため控えてください。
・ぎふ救急ネット　  http://www.qq.pref.gifu.lg.jp/URL

夜間、急に体調が悪くなったとき

問中津川地域救急医療情報センター（☎65ー3799）

  https://nakatsu-yaku.com/holiday/URL

休日当番薬局（９～17時まで）

休日、夜間の子どもの症状（発熱など）
に困った時に相談できます。

こども医療でんわ相談（☎♯8000）

※×は定員に達したため、予約できません。  △は残りわずかです。（12月13日時点の予約状況）
※新型コロナウイルス予防接種のため、一部会場を「健康福祉会館」から変更しています。

※中止になる場合があります。

新型コロナウイルスワクチン（mRNAを含むRNAワ
クチン）接種後、48時間経過していれば献血にご
協力いただけます。
詳細は日本赤十字社ホームページをご覧ください。

※平日８：30～17：15に
　事前予約が必要です。
　☎62ー0085

問環境センター ☎62ー0085

問

１
月

実施日 会　　場 受付時間
健康医療課（☎内線622）献  血

17日㈪ 健康福祉会館
10：00～11：30
13：00～16：00
【400ml限定】

☎0573-45-2201

上下水道料金センター

※歯科当番医は９時～15時まで

新型コロナウイルス感染対策のため
中止する場合があります
　その際は個別に連絡しますが、市
ホームページ『新型コロナウイルス感染
症［まとめページ］/イベント・行事等の
中止・延期』で確認してください。

☎内線498
☎62-1285
 （直通）
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談
相
律
法

無料法律相談
要予約 　※電話予約 18日（火）8：30から先着６人、市内在住・在勤者限定

25日(火) 13：00 ～ 16：00　  市役所市民談話室　　　　　　
消費生活相談室（☎内線167）　  問

28日(金)　10：00 ～ 12：00（１人30分以内）

※電話予約４日（火）9：00～ 　 ワーカーサポートセンター（☎65ー0988）問申込は２日前まで要予約

勤労者くらしの法律相談 ワーカーサポートセンター
 

市民相談開催日《１月 》※相談は 有料 の表示があるもの以外は無料です。
　毎週開催の相談は、原則として祝日・年末年始は開催しません。

市役所  ☎0573-66-1111

※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となる場合があります。相談を希望される方は事前にお電話にてご確認ください。

談
相
権
人

　7日(金) 13：30～15：30 アートピア付知交芸プラザ 付知総合事務所（☎82ー2111）
　8日(土) 13：30～15：30 中央公民館 市民課　（☎内線103）
19日(水) 13：30～15：00 坂下総合事務所 坂下総合事務所（☎75ー2111）
20日(木) 13：30～15：30 福岡公民館 福岡総合事務所（☎72ー2111）
25日(火) 13：30～15：30 加子母公民館 加子母総合事務所（☎79ー2111）

特設人権相談 問

問

問

問

問

問常設人権相談 岐阜地方法務局中津川支局 法務局総務係（☎66ー1554）９：00～16：00毎週 月  ～ 木 相談先

談
相
康
健

禁煙電話相談

６日（木）　 9：00～ 11：00
  健康福祉会館
健康医療課　（☎内線 627）

臨床心理士による相談です

心の何でも相談

　14日（金）　10：00～16：00
27日（木）　13：30～16：30　

　
　 健康福祉会館
※予約は１週間前までにお願いします。

　　　　　　　健康医療課（☎内線627）　　　　　  問

　

もの忘れ相談

26日（水）　13：30～ 15：00
　健康福祉会館　
　  高齢支援課　（☎内線 695）問 問

要予約 要予約

アルコール依存に関する電話相談成年後見制度
巡回相談 要予約

６日（木）　 9：00～ 11：00
  健康福祉会館
　  健康医療課　（☎内線 627）問

　  地域包括支援センター（☎内線 579）問

19日（水）　14：00～ 15：00
　健康福祉会館

　5日（水）　13：30～ 15：30
　瀬戸の里 地域包括支援センター

談
相
な
ろ
い
ろ
い

結婚相談 障がい者相談  8日（土）　　 中央公民館
15日（土）　　 福岡公民館

　９：30～ 12：00　
　９：30～ 12：00　

※相談は本人限定　  定住推進課（☎内線 324）
要予約

問問
12日(水) 13：00～15：00　福岡総合事務所
　 支援センター結（☎62ー3320）

　 保険年金課（☎内線 116）問

6日  （木）、   　　　20日（木）　
９：30～15：30　市役所市民談話室

税務相談

要予約

24日（月）
13：00～15：30　健康福祉会館

社会福祉協議会（☎内線643）　　

心配ごと相談

　  問

 年金相談

　 日本政策金融公庫岐阜支店（☎058ー264ー4855）問
19日（水）
5日（水）
就農・農林漁業融資制度相談 要予約

　 岐阜県行政書士会（☎058ー263ー6580）問

 18日（火）　13：00～16：00　市役所市民談話室

※予約優先
電話予約　平日９：00～17：00相続・農地転用等相談

要予約

行政相談 19日(水) 9：00～11：30 市役所市民談話室 広報広聴課  　　（☎内線 316）
19日(水)　　13：00～15：00  福岡公民館 福岡総合事務所 （☎72ー2111）
19日(水)　　13：30～15：00  坂下総合事務所第２庁舎 坂下総合事務所 （☎75ー2111）
21日(金)　　13：30～15：30  アートピア付知交芸プラザ 付知総合事務所（☎82ー2111）

問

問

問

問

　  問名古屋税理士会中津川支部
　　　　    （☎080ー8441ー6217）

労働相談・就職相談
　  問

ワーカーサポートセンター
　　　　    ワーカーサポートセンター（☎65ー0988）

　　　　

毎週火～金　８：30～18：15　毎週土　８：30～17：15

　  5日（水）　10：00～16：00　中津川商工会議所　
　19日（水）　10：00～16：00　

12：00～16：00　市役所市民談話室
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日 曜 項　目 問　先

4

5

6

9

10

26

30

火

水

木

日

祝

水

日

☆農業委員会　福岡総合事務所
　 14：00～ 　　　　　　　　　　　　　 農業委員会（☎内線268）

★中津川市成人式　東美濃ふれあいセンター
　 13：30～ 　　　　　　　　　生涯学習スポーツ課（☎内線4308）

★十日市　中心市街地一帯
　 5：00～ 　　　　　　　　　　   中津川商工会議所（☎65-2154）

★根の上高原どんどやき　根の上高原
　 10：00～ 　　　　　　　　根の上高原観光保勝会（☎66‐7773）

☆教育委員会　にぎわいプラザ
　 13：30～　 　　　　　　　　　   　　教育企画課（☎内線4216）

★消防出初式（8ページをご覧ください）

市役所仕事始め

子育てなどの常設の相談

電話・メールでの相談

子どもSOSメール
kodomo-sos@city.nakatsugawa.lg.jp（常設）

子どもの人権110番
（☎0120ー 007ー 110）
 毎週     ～        8：30 ～ 17：15月 金

発達相談
幼児教育課（☎66ー 9911）
毎週　 ～　　　　　 9：00 ～ 17：00金月 要予約

家庭児童相談・ひとり親自立支援相談
子ども家庭課（☎内線 696・599）
毎週　 ～　　　9：00 ～ 17：00金月

青少年のなやみごと電話相談室
（☎65ー 3433） 
毎週     ・     ・    　15：00 ～ 18：00月 金水

 子育て相談
子育て世代包括支援センター
（☎66ー 0044）

教育相談

１月の主な催しと会議日程

平日 9：00 ～ 17：00

教育相談室（☎65ー 1166）
毎週 　 ～ 金月 9：00 ～ 15：00
あけぼの教室（☎72ー 3206）
毎週　 ・　・水 金月 9：00 ～ 15：00

★イベントや催し　☆議会や委員会などを傍聴できます。
　（日時は変更になる場合があります。事前にお問い合わせください。）

　毎月第３日曜日は「家庭の日」です。今月は16日です。
 「みんな　そろって　たのしい　ごはん」 
　おうちの人と　いっしょに　おりょうりを　つくってみよう。
    【「家庭の日」普及実践強調月間】

問 担当課　　  市青少年健全育成推進市民会議　　　　  生涯学習スポーツ課（☎内線4309）

問令和２年国勢調査　人口等基本集計結果 広報広聴課（☎内線313）

　令和２年国勢調査へのご協力ありが
とうございました。
　令和３年11月30日付で、総務省から
人口等基本集計（確定値）が公表され
ました。
　中津川市の人口は、５年前より2,313
人減少、世帯数は1,252世帯増加しまし
た。（下表）
　30年間で15歳未満の人口は約４割減
少、65歳以上の人口は約1.9倍になって
います。 　（右グラフ）

15,998 14,460 13,085 12,100 11,086 10,320△11.7％

54,917 54,331 52,611
50,751

47,053 43,890

13,495 16,596 19,305
21,229

22,489
24,383

2.5％

△4.9％

H2 H7 H12 H17 H22 H27

 

資料：国勢調査（平成12年以前は現在の中津川市の区域の数値）
※年齢不詳人口は除いて算出してあります。 
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国勢調査人口推移（年齢3区分）

 前回比

△2.9％

令和2年国勢調査

世帯数  

総数 76,570人

15歳未満 9,113人

15歳以上～64歳未満 41,736人

65歳以上 24,980人

29,690世帯

人口

15歳未満 15歳以上～64歳未満 65歳以上



各施設のお問い合わせ先

★展示「中津川市に伝わる民話を語りついでいき
ましょう」
　 １月23日㈰ まで
　先月に引き続き、市内各地域に伝わる民話を紹
介します。
※図書館くらぶとの協働企画です。
★ミニゼミ「遺跡発掘体験四方山話」
　古代エジプト遺跡発掘に携わった講師のお話です。
講師：市文化振興課 学芸員
　 １月22日㈯　13：30～15：00
　 中央公民館2ー1　　  どなたでも（無料）
　 60人 　※要申込  
　　　　市立図書館（☎ 66ー1308）

～休館のお知らせ～
　1月25日㈫～28日㈮まで、蔵書点検のため、市立
図書館を休館します。返却本は、返却ポストへお
返しください。
蛭川済美図書館、公民館図書室、地域事務所図書
コーナーは、通常どおりの開館となります。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。
　 市立図書館（☎ 66ー1308）

博物館・図書館・文化施設の催し博物館・図書館・文化施設の催し

時 対 定 ￥日時 対象 定員 費用 〆締切所場所

 17 2022年  １月 16 

2022年   １月

市立図書館

施設名 電話番号
時

時
休

休

開館時間／休館日

苗木遠山史料館

子ども科学館

熊谷榧つけちギャラリー

中山道歴史資料館

鉱物博物館

☎66-1308

☎66-8181

☎66-9090

☎82-4911

☎66-6888

☎67-2110

東山魁夷心の旅路館 ☎75-5222

9:30～ 19:00（土日祝17:00まで）

9:30～ 17:00（入館は16:30まで）

１～４、11、17、24～28、31

１～５、12、19、26
東山魁夷心の旅路館

１～５、11、17、24、31
その他の館

毎週金、土、日、祝開館
（1/1～6は休館）

熊谷榧つけちギャラリー

図 書 館

時

時
所 対
定

　問

　問

第９回図書館まつりは、新型コロナウイル
ス感染拡大防止のため、例年とは違った形
で開催します。11月の読書週間に合わせて、
図書館関係団体によるさまざまな展示や、
予約制の工作イベント、おはなし会などを
企画しています。詳しい日程は、館内のチ
ラシ・掲示をご覧
ください。
　 市立図書館

図書館スタッフのお気に入り

ジュリー・クラーク　著
久賀美緒　訳
二見書房

クレアは暴力的な夫から
逃れるため、見知らぬ女
性エヴァと素性を交換す
る。しかし、親身になっ
てくれたエヴァも嘘をつい
ていて…

プエルトリコ行き477便

　

雑誌の年間購入代金をご負担いただくと、その
雑誌の最新号カバーにスポンサー名、広告を掲
載するほか、希望される企業にはおすすめの本
を定期配送します。期間は原則一年（継続可能）
です。
　　　　市立図書館（☎ 66 ー1308）

雑誌スポンサー募集
図 書 館

　 １月15日㈯　14：00 ～
　 中央公民館ホール
応募作品1,965通の中から各賞を受賞された
方の表彰式を開催します。受賞作品は表彰式
当日に会場で展示します。また、各公民館な
どでも１月7日㈮～ 13日㈭まで展示しますの
で、ぜひご覧ください。

「第11回はがきコンクール」
表彰式

図書館PickUp

文化会館

ジュディス・マリカ・リバーマン　文
ゼイネップ・オザタライ 絵
こだま ともこ　訳
光村教育図書

けちけち村に旅人が立ち
寄りました。食べ物をも
らえないなら、と思いつ
いた石ころのスープ。
どうして美味しくなったの
でしょう？

石ころのスープ
～トルコのおはなし～

時

時

第83回「Brillante ～華やか～」
　 １月15日㈯　11：30～
出演　中津高等学校ギター・マンドリン部

第84回「ニューイヤーコンサート」　
　 １月16日㈰　11：30～
出演　オペラ楓
　 中津川文化会館（☎66ー4011）

かやかや

時
定 ￥

時

時

時

定

定

定 ￥ 〆

￥

￥ 〆

〆

 子ども科学館
★教室「アルコールロケットをつくろう」
　　 １月22日㈯　９：30～11：30
　　 ８人（抽選）　　500円　　 １月14日㈮
★教室「めざせ漫画家！～オリジナル漫画に挑戦～」
　　 ２月５日㈯　９：30～11：30
　　 ８人（抽選）　　300円　　 １月28日㈮
★教室「エアーマグセルカーをつくろう」
　　 ２月12日㈯　９：30～11：30
　　 ８人（抽選）　　700円　　 ２月４日㈮

 鉱物博物館
★教室「古代人のアクセサリー『まが玉』をつくろう」
　　 ２月20日㈰　10：00～12：00
　　 12人（抽選）　　500円
　申込期間：１月21日㈮～２月４日㈮

＊新型コロナウイルスの感染防止のため、中止、延
　期になる可能性があります。
＊詳細は各館へお問い合わせください。
＊各講座・教室への参加は事前予約が必要です。

 苗木遠山史料館
★金曜講座「史料館調査報告」
　　 １月21日㈮　13：30～15：30
★古文書教室「史料館文書を読む」
　　 １月22日㈯　13：30～15：00

 中山道歴史資料館
★企画展「中津川の黎明から中世
　～遺物からみるヒト・モノの移動～」
　　 ３月27日㈰ まで
★特別展示「渋沢栄一と中津川
　～町の発展に奔走した人たちと渋沢栄一～」
　　 ３月27日㈰ まで
★文学講座「島崎藤村文学」
　　 １月19日㈬　13：30～15：00
★古文書講座「史料にみる江戸幕末史」
　　 A班 １月12日㈬　13：30～14：30
　　 B班 １月26日㈬　13：30～14：30

 熊谷榧つけちギャラリー
★熊谷榧特別展 紅葉の山々
　　 ３月27日㈰ まで 

時

時

時

時

時

時

時

１月10日㈷　入館無料

　１月９日㈰　入館無料

時
所

五味ヒロミ　文
くわざわゆうこ　絵
ほるぷ出版

おいしそうな「めん」た
ちがレースをします。一
番にゴールするのはだれ
かな？
中津川市出身の作家が絵
を描いています。

めんめんレース

１月ロビーコンサート

問・申先

問・申先

「静映」（リトグラフ）

第Ⅳ期展「静映―倒影する世界」
博物館PickUp

東山魁夷心の旅路館

会　期　１月６日㈭ ～３月22日㈫
水面に反射する風景は、ときとして実像と虚像が
交差する超現実的な世界に変貌します。今回の展
覧会では、画家の心をそのまま映すかのような、
静謐で神秘的な作品を紹介します。
せいひつ

よ　　も やま
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俳
句
・
短
歌
の
ル
ビ

は
、
文
化
振
興
課
で

付
し
て
い
ま
す
。

～第12回島崎藤村記念文芸祭　入賞作品の紹介～第14回島崎藤村記念文芸祭入賞作品

　1200点を超える応募作品の中から、下記の作品が入賞しました。たくさん
のご応募ありがとうございました。各部門の佳作を含めた作品の数々は、「第
14回島崎藤村記念文芸祭－入賞・入選作品集－」に収められています。
（文化振興課で販売・１冊500円）

応
募
作
品
数

一般の部：88編、  　小中学生の部：36編　　
一般の部：216首、小中学生の部：275首　　
一般の部：167句、小中学生の部：340句　　
一般の部：69作品 　　
一般の部：61作品 

【現代詩部門】
【短 歌 部 門】
【俳 句 部 門】
【エッセイ部門】
【創 作 部 門】

問 俳
壇
・
歌
壇

俳
壇
・
歌
壇

【
一
般
の
部
】

特
選　

寂
け
さ
に
呼
び
戻
さ
れ
て
秋
の
森
霧
深
ま
り
し
小
道
を
歩
く　
　
　
　
　
　
　

坂
野　

真
理（
愛
知
県
）

一
席　

雨
の
に
お
い
風
は
運
び
て
ひ
っ
そ
り
と
春
深
め
ゆ
く
野
の
端
道
の
辺　
　
　
　

松
井　

正
子（
中
津
川
市
）

二
席　

眠
り
ゐ
る
嬰
児
の
そ
ば
に
寝
こ
ろ
び
て
青
葉
の
そ
よ
ぎ
深
々
と
き
く　
　
　
　

安
藤　

金
則（
関
市
）

三
席　

君
と
見
る
雪
映
え
の
月
息
白
く
は
つ
こ
い
の
ま
ま
湯
宿
時
経
て　
　
　
　
　
　

暁
夏（
北
海
道
）

【
小
中
学
生
の
部
】

特
選　

熱
帯
夜
眠
れ
な
い
か
ら
乗
り
に
行
く
銀
河
鉄
道
本
を
開
い
て　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
侑
紀（
付
知
中
）

一
席　

縁
側
で
父
注
い
で
飲
む
生
ビ
ー
ル
飲
ん
で
み
た
い
な
ぁ
心
で
呟
く　
　
　
　
　

原　
　

康
貴（
付
知
中
）

二
席　

見
上
げ
れ
ば
七
色
の
虹
と
青
い
空
涙
こ
ぼ
さ
ず
前
へ
と
進
む　
　
　
　
　
　
　

田
口　

菜
（々
付
知
中
）

三
席　

テ
ス
ト
期
間
勉
強
し
な
き
ゃ
と
あ
せ
り
だ
す
一
日
前
に
は
な
ぞ
の
余
裕
感　
　

伊
藤　

澪
亜（
坂
本
中
）

短歌部門　大塚　寅彦 選

【
一
般
の
部
】

特
選　

大
男
頬
ゆ
る
ま
せ
る
栗
洋
か
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
村　

知
子（
中
津
川
市
） 

一
席　

老
犬
と
老
夫
の
会
話
山
笑
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
木
曽
久
子（
中
津
川
市
） 

二
席　

石
蕗
の
葉
に
瞑
想
深
し
雨
蛙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

井
澤　

歌
子（
中
津
川
市
） 

三
席　

白
ぼ
た
ん
花
芯
に
い
つ
も
鬼
の
貌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

穂
苅　

真
泉（
長
野
県
）

【
小
中
学
生
の
部
】

特
選　

父
注
ぐ
黄
金
比
率
の
生
ビ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　

康
貴（
付
知
中
）

一
席　

あ
ま
が
え
る
き
ゅ
う
に
で
て
き
た
ふ
ろ
そ
う
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
我　

瀧
音（
神
坂
小
）

二
席　

い
な
光
両
耳
ふ
さ
ぎ
だ
ん
ご
む
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
場　
　

純（
西
小
）

三
席　

和
太
鼓
の
雷
の
ご
と
鳴
り
響
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
尾　

秀
斗（
付
知
中
）

俳句部門 古田　紀一 選

【
一
般
の
部
】

特
選　

ね
ん
ね
し
な　
　
　
　

中
原　

賢
治（
岐
阜
市
）

一
席　

世
代
を
超
え
て
伝
わ
る
愛
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
口
和
花
菜（
中
津
川
市
） 

二
席　

障
害
の
向
こ
う
側　
　

一
柳　

博
之（
羽
島
市
） 

三
席　

競
馬
場
の
畑
の
話　
　

山
村　

弘
子（
中
津
川
市
）

エッセイ部門

吉村  登 選
【
一
般
の
部
】

一
席　

も
ら
っ
た
種　
　
　
　
　
永
崎
み
さ
と（
京
都
府
） 

二
席　

豪
雨
の
電
車
の
な
か
で　
西
尾　

嘉
浩（
中
津
川
市
） 

三
席　

枇
杷
の
実　
　
　
　
　
　
小
森　

一
樹（
中
津
川
市
）

創作部門　
大島　一洋 選

【
一
般
の
部
】

特
選　

ぼ
た
ん
雪　
　
　
　
　

内
村　

佳
保（
東
京
都
）

一
席　

三
角
帽
子　
　
　
　
　

興
村　

俊
郎（
大
阪
府
）

二
席　

春
風　
　
　
　
　
　
　

戸
田　

和
樹（
京
都
府
）

三
席　

ズ
ル
い
ぞ　

子
ど
も　

竹
之
内　

稔（
兵
庫
県
）

【
小
中
学
生
の
部
】

特
選　

夏
の
夜
空　
　
　
　
　

熊
谷　

遥
斗（
付
知
中
） 

一
席　

向
日
葵　
　
　
　
　
　

武
田　

野
乃（
付
知
中
）

二
席　

家　
　
　
　
　
　
　
　

高
橋　

欧
丞（
神
坂
中
）

三
席　

流
し
そ
う
め
ん　
　
　

西
尾　

萌
花（
神
坂
中
）

現代詩部門

頼　圭二郎 選

文化振興課（☎内線4319）

え
い　
じ

ば
ん  

の

ゆ
う  

き

か　

ほ

は
る　
と

よ
し
ひ
ろ

も
も　
か

お
う
す
け

お
き
む
ら

み
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こ
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か
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か
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し
ん
せ
ん

あ
い 

ば

こ
う  

き

し
ゅ
う
と

た
き  
ね

あ
き　
か

※佳作の入選作品は市ホームページでご紹介します。
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問

森林環境譲与税の活用状況
林業振興課（☎内線280）

令和２年度 活用実績【森林環境譲与税　77,290千円】
 森林経営管理制度関係（23,295千円）
・市内４地区（阿木、加子母、川上、田瀬）で森林経営管理制度※に基づいた取り組みを実施
（加子母、田瀬地区は、森林整備まで実施）

※適切な経営管理が行われていない森林の経営管理を、林業経営者に集積・集約化するとともに、それができな
　い森林の経営管理を市町村が行う制度

 里山林の整備（26,880千円）
・手入れが行き届いていない里山や奥地の森林を整備

 森の担い手育成構想（8,725千円）
岐阜県立森林文化アカデミーとの連携
・県立森林文化アカデミーから県立恵那農業高校へ講師を派遣
・県立森林文化アカデミーの学生を対象に市内林業・林産業の
　視察研修などを実施
新規就労林業従事者の定着
・装備品の購入、就労に要した経費、資格取得費用などを補助
将来の森の担い手育成
・乳幼児、新入園児へ木製品の贈呈
・中学生が技術・家庭科の授業で使用する木工教材を市産材化

 森林環境譲与税基金（18,390千円）
・将来の森林整備などに備えた基金積立

　森林環境譲与税は、間伐や人材育成、担い手の確保、木材利用の促進や普及啓発などの「森林
整備及びその促進に関する費用」に充てて活用されています。

令和３年度 活用状況【森林環境譲与税　74,999千円（予定）】
 森林経営管理制度関係
・森林経営管理マップシステムを活用し、災害発生の危険性が高い箇所から優先的に森林整備を
実施する計画を作成。この計画に基づき、地元説明会、森林所有者の意向調査、森林整備など
の取り組みを推進
・地域林政アドバイザーを雇用し、取り組みをより一層加速化

 里山林の整備
・夜明けの森（苗木）などの森林を整備

 森の担い手育成構想
新規就労林業従事者の定着（新規事業）
・県立森林文化アカデミーなどの学生に対し、卒業後中津川市内
　の林業・林産業関連業者に就職することを条件として授業料を
　２分の１補助
将来の森の担い手育成（新規事業）
・小学校新入学児童へ贈呈する木製品の企画、製作 新入学生贈呈木製品「東濃ヒノキの箸」

かわ うえ

整備前

整備後

整備前

整備後
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。

　

 

リ
ニ
ア
対
策
課
（
☎
内
線
216
）

　

リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
建
設
促
進
岐
阜
県

期
成
同
盟
会
（
会
長 

古
田
肇
岐
阜
県
知

事
）
で
は
、
11
月
29
日
、
古
田
知
事
と
リ

ニ
ア
沿
線
７
市
町
の
首
長
が
Ｊ
Ｒ
東
海
本

社
を
訪
問
し
、
金
子
社
長
に
８
項
目
の
要

望
書
を
提
出
し
ま
し
た
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０
２
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ト
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工
事
事
故
の
徹
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究
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再
発
防
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工
事
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安
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策
、
地
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丁
寧
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情
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提
供
と
地
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向
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配
慮
し
た
環
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駅
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ま
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岐
阜
県
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ふ
さ
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る
よ
う
協
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五
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中
部
総
合
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両
基
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着
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整
備
推
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光
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と
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用
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防
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ニ
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ダ
イ
ヤ
編
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早
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ア
駅
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中
央
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線
な
ど
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各
地
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結
ぶ
鉄
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ア
ク
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充

実
八
、
工
事
に
お
け
る
県
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企
業
の
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注
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会
の
拡
大
や
県
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の
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用
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中
津
川
市
長
か
ら
は
、
「
ト
ン
ネ
ル

工
事
事
故
に
つ
い
て
、
事
故
原
因
を

し
っ
か
り
究
明
し
た
う
え
で
安
全
対
策

を
徹
底
し
、
再
発
防
止
に
万
全
を
期
し

て
い
た
だ
き
た
い
」
な
ど
申
し
添
え
ま

し
た
。

　市では、2027年のリニア中央新幹線開業に伴い、「岐阜県の新しい東の玄関口」としてふさわしい駅
周辺とするため、リニア岐阜県駅周辺エリアデザイン検討に取り組んできました。この度「リニア岐阜
県駅周辺エリアデザイン指針（デザインブック）案」について、広く市民の皆さんのご意見を募集しま
す。また、案の内容についての住民説明会を開催します。

■パブリックコメント

■住民説明会
・１月11日㈫ 19時～
　坂本公民館 ホール

・１月16日㈰ 19時～
　中央公民館 ホール

・１月18日㈫ 19時～
　福岡公民館 大集会室

「リニア岐阜県駅周辺エリアデザイン指針（デザインブック）案」に関するパブリックコメント
　および住民説明会の実施 リニア駅周辺整備課（☎内線4182）

（
要
望
の
内
容
）

市内在住・在勤・在学の方、市内に事業所がある法人・その他団体

・リニア駅周辺整備課（坂本事務所隣）・リニア対策課（市役所本庁舎２階）
・各出先事務所（総合事務所、地域事務所）・市ホームページ

リニア岐阜県駅周辺エリアデザイン指針（デザインブック）案意見募集案件

１月4日㈫ ～ 1月31日㈪募集期間（予定）

公表場所

意見を提出いただける方

意見の提出方法

意見記入用紙に氏名、住所、連絡先を記載し、次のいずれかの方法で提出してください。
※意見記入用紙は公表場所で入手できます。
（１）直接：上記公表場所へ提出　8：30～17：15（土日祝日を除く）
（２）郵送：〒509ー9131　中津川市千旦林1197ー10　中津川市役所リニア駅周辺整備課
（３）ファクス：☎68ー2136
（４）電子メール：linear-st@city.nakatsugawa.lg.jp
※いただいたご意見は、意見の概要とそれに対する市の対応を付して市ホームページで
　公表します。
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３回目接種が始まっています
　令和３年12月から３回目接種が始まりました。２回目接種が完了した方には、２回目接種完
了日から８カ月が到達する日の２～３週間前に接種券付き予診票を随時送付します。
　２回目の接種を市外でされた方などで３回目接種の案内が届かない場合は、下記コールセン
ターまでお問い合わせください。

３回目接種の対象者と接種スケジュール(予定）

２回目接種の完了月
令和3年（2021年）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月

３回目接種月 予定
【２回目の８ヵ月後】

令和4年（2022年）

１月12月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月

医療従事者
高齢者施設入所者

高齢者(65歳以上)

一般(64歳以下)

接種開始

予約開始
接種開始

予約開始
接種開始

対
象
者
別
の
予
定

令和3年
（2021年）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
お
知
ら
せ 

⑩

　平日９時～17時

中津川市コロナワクチンコールセンター

電話のおかけ間違いにご注意ください

0573-65-5100
詳しくはこちらから

厚労 コロナ ワクチン

厚生労働省 岐阜県



市内のできごと市内のできごと
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 いつも「広報なかつがわ」をご覧いただきありがとう
ございます。
 市では、広報なかつがわ読者・市ホームページ閲覧者
の皆さんの声を反映して、さらにわかりやすく、ま
た、知りたい情報を届けるメディアへと改善していく
ため、アンケートを行なっています。設問は15個あり
ますが、数分で済みますので、ぜひご協力ください。

回答期間　１月１日㈷～１月31日㈪

　 広報広聴課（☎内線315）

市の広報に関するアンケートにご協力ください
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健康づくりには"減塩"が大切
11/11　 阿木小学校「減塩プロジェクト授業」

　中津川市の高血圧患者の割合は、県内２位と高
い数値です。（R１国保加入者データより）。市で
は、高血圧予防に効果的な減塩指導を実施し、健
康づくりを推進するため、今年度から阿木地区を
モデルに４年間の計画で減塩プロジェクトを開始
しています。
　阿木小学校では、身体と塩の働きや、減塩の工
夫などの授業を行い、自分や家族の食生活を考え
るきっかけになりました。

健康医療課（☎内線626）
　

問

村上康成さんと石であそぶ
11/27　ワークショップ「川原の石とあそぶ」

　鉱物博物館の企画展「石のおはなし・おはなし
の石～絵本のなかの石たち～」のワークショップ
を、絵本作家・村上康成さんを講師に、中津川え
ほんジャンボリー・市立図書館とのコラボ企画と
して開催しました。
　村上さんから作品の誕生秘話や朗読を聴いた後、
付知川の川原でさまざまな色や形の石を拾い集め、
個性的な作品づくりをしました。

鉱物博物館（☎67ー2110）問

阿木診療所の勅使河原医師の授業
て　し　がわら

SDGsを推進する社会づくり
12/2　SDGs推進等に関する包括連携協定締結式
　市は、あいおいニッセイ同和損害保険㈱と
SDGs推進等に関する包括連携協定を締結しまし
た。協定では、SDGs推進等の実現を目指すとと
もに、地方創生に資する取り組みを推進します。
また、市内の企業団体と連携した脱炭素経営セミ
ナーや、地域向けにSDGs推進セミナーなどを開
催し、市全体のSDGs推進につながる取り組みの
意識付けを行なっていきます。

政策推進課（☎内線333）問

阿木小学校

石は色とりどり…どんな作品になるかな 付知川

左から原誠行岐阜支店長、青山市長 市役所

127年の歴史空間に響く音色
11/27　2021特別演奏会「明治座クラシックコンサート」

　故田中千香士氏（東京藝術大学名誉教授）の
「子どもたちに生の音楽を」という意思を受け継
ぎ、平成10年から開催しています。
　１年延期となりましたが、地域とのつながりを
大切にし、地域に元気を届けたいとの思いで、カ
ルテットによる特別演奏会が開催され、芝居小屋
を会場に、本格的な演奏を多くの方が楽しみまし
た。

加子母総合事務所（☎79 ー2111） 　問 かしも明治座第一線で活躍する演奏家たち

伝統を受け継ぐ圧巻の演技
12/12　第47回東濃歌舞伎大会

　「岐阜の宝もの」の認定を受けている東濃地方の
地歌舞伎と芝居小屋。毎年恒例の東濃歌舞伎大会
が２年ぶりに開催され、東濃歌舞伎中津川保存会、
常盤座歌舞伎保存会、にしこまの森（客演）の皆さん
による３幕の華やかな地歌舞伎が熱演されました。
　地元の人々による地歌舞伎ならではの芝居には、
演者も観客も夢中になる魅力があふれていました。

文化振興課（☎内線4316）
　

問
東美濃ふれあいセンター絵本太功記 尼ケ崎閑居の場

（東濃歌舞伎中津川保存会）

文化で交流を深める
12/4　第35回ジュニア文化祭

　ジュニア文化祭は、次代の文化活動を担う青少年
の活動を応援し、地域の文化活動や伝統文化を継
承することを目的として岐阜県内で毎年開催されてい
ます。
  中津川市で開催された今回は、市内外から４団体
が出演し、地域で引き継がれている文楽や三味線、
和太鼓などの文化や伝統芸能の活動成果を発表しま
した。　　　　　　　　

学校教育課（☎内線4236） 　問

ふるさと付知の魅力発見
12/8　東京大学次世代交通地域教育プログラム授業

　付知南小学校の６年生25人が、東京大学次世代
交通地域教育プログラムの授業を受けました。
　北原麻理奈さん（東京大学特任研究員）から、
付知町の林業の歴史について学んだ後、製材所や
旧貯木場などで実際に製材の様子を見学しました。
学習を通して、自分が住む町に、自慢できる歴史
や産業があることを実感する機会になりました。

学校教育課（☎内線4236）問

現場見学の様子

　

東美濃ふれあいセンター

付知町

三味線を披露した神坂小学校児童

祝100歳祝100歳祝100歳 いつまでも
お元気で！

高齢支援課（☎内線609）問

問小幡与しゑさん（坂下）
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１日の食塩摂取量の目標は
・男性7.5ｇ未満・女性6.5ｇ未満・高血圧の方6ｇ未満　　　　

水菜と里芋のサラダ
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　健康医療課（☎内線 639）

☆健康レシピ情報☆
市ホームページに、手軽に作れる野菜料理を紹介
しています。「健康レシピ」で検索またはこち
らの二次元コードからご覧ください。
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LINE　　「@gifunakatsu」で I D検索
※右記二次元コードからも登録できます!

メール　「t-nakatsugawa@sg-p.jp」
　　　　へ空メール を送付し登録

人の動き　令和３年11月末現在

人口 76,391人 (−68人)
男 37,445人 (−46人)
女 38,946人 (−22人)
世帯数 31,319世帯 (−28世帯)

数値は外国人含む、（　 ）内は前月比

エネルギーエネルギー

74
kcalkcal

カルシウムカルシウム

117
ｍｇｍｇ

食物繊維食物繊維

1.6
ｇｇ

塩分塩分

0.5
ｇｇ

たんぱく室たんぱく質

ｇｇ
3.0

ス マ ホ メ　ー ル L  I   N  Eで広報紙 や で防災情報

●材料（２人分）

●作り方
水菜はさっと茹でて、3㎝位の長さに切り、水気を
絞る。
里芋は皮をむいて５㎜位の厚さに切り、柔らかくな
るまで茹でて水気を切る。
Ａの調味料を混ぜ合わせておく。
②の里芋が温かいうちに調味料を合わせ、①の水菜を
加え、混ぜ合わせる。

①

②

③
④

水菜 1/3 袋（60ｇ）
里芋 小1 個（60ｇ）
　　　粒マスタード 小さじ1/2
　　　粉チーズ 　大さじ1/2
　　　しょうゆ 小さじ1/2
　　　塩 少々
　　　こしょう 少々
　　　サラダ油 大さじ1/2

次
を
担
う
技
術
者
へ
！

伊
勢
市
の
鈴
木
健
一
市
長
が
中
津
川
市
を
訪
問

（A）

☆１日 350ｇ野菜を食べよう☆
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わ
れ
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れ
る
御
用
材
を
奉
納
す

る
と
い
っ
た
つ
な
が
り
が
あ
り
、
市

民
レ
ベ
ル
で
交
流
を
深
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　

加
子
母
地
区
で
は
昭
和
53
年
か
ら

獅
子
舞
を
奉
納
し
て
お
り
、
ま
た
、

付
知
地
区
は
御
神
木
搬
出
の
玄
関
口

で
あ
り
、「
お
ん
ぽ
い
節
」
や
「
木
遣

音
頭
」
と
い
っ
た
地
域
芸
能
が
伝
承

さ
れ
て
い
ま
す
。
奉
納
さ
れ
る
「
御

神
木
」
が
護
山
神
社
を
経
由
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
伊
勢
音
頭
保
存

会
（
伊
勢
市
）
と
付
知
町
お
ん
ぽ

い
節
保
存
会
は
「
伊
勢
神
宮　

神

嘗
祭
」
や
「
護
山
神
社　

春
季
例

大
祭
」
に
出
演
し
、
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
に
は
災
害
時
の
相
互

応
援
協
定
を
締
結
。
平
成
31
年
度
に

は
「
山
間
地
域
と
海
岸
地
域
の
特
色

を
生
か
し
た
交
流
を
し
よ
う
」
と
、

両
市
の
全
小
中
学
校
を
対
象
に
給
食

交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
訪
問
で
は
、
護
山
神
社
で
、

伊
勢
市
と
中
津
川
市
の
つ
な
が
り
の

歴
史
に
つ
い
て
懇
談
し
、
そ
の
後
、

熊
谷
守
一
つ
け
ち
記
念
館
へ
と
案
内

し
ま
し
た
。
記
念
館
で
は
守
一
が
大

切
に
保
管
し
て
い
た
式
年
遷
宮
の
法

被
を
見
た
り
、
守
一
の
「
御
神
木
」

に
対
す
る
想
い
な
ど
を
聞
い
た
鈴
木

市
長
は
、
と
て

も
感
動
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　

今
後
も
伊
勢

市
と
は
、
よ
り

一
層
の
親
交
を

深
め
る
こ
と
を

約
束
し
ま
し
た
。

（
市
長
談
）
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